
１ ７番　斎藤一夫議員

１．防犯について
（１）防犯について
 　① 防犯カメラの設置効果は｡
 　② 今後の防犯カメラの増設予定は｡
 　③ 個人情報の取り扱いは｡
 　④ 自主防犯組織の活動状況は｡
 
２．体育祭について
（１）体育祭について
 　① 中学校の体育祭の曜日変更の経緯は｡
 　② 中学校の体育祭の時期の変更の検討は｡
 　③ 町民体育祭の地域差について
 　④ 町民体育祭と学校の連携は｡
 

２ ６番　坂上祐次議員

１．安心安全な町づくりについて
（１）防犯対策について
 　① 一般住宅への侵入窃盗の被害状況は。
 　② 被害を防ぐための対策及び実施状況は。
   ③ 住民への啓発事業の取り組みは。
   ④ 警察署との連携及び具体的な取り組みは。
 
２．国保の都道府県単位化について
（１）国保の運営について
   ① 新制度移行に伴う国保事業の運営方針と今後のスケジュールは。
 　② 当町の保険税の水準はどの程度か。
 　③ 法定外繰入れの考えは。
 　④ 住民への情報提供はどのように行うのか。
 

３ ３番　奥澤貞雄議員

１．福祉タクシー利用券について
 (1) 四輪自動車を有し、かつ運転出来る者がいても、病気などで運転できない
   場合、支給対象になるとあるが、今までそのような申請はあったのか。町民
   は車があると支給されないと思っているが、周知がたりないのでは。
 (2) ７０歳という高齢でなくても、一人暮らしの家庭も増えてきているので、
   病気等やむを得ない事情により運転できない場合は利用券を交付すべきと思
   うが、町の考えは。また病院等の通院の場合、迅速に配布すべきと思うが、
   対応は。
２．空家対策について
 (1) 明和町空家等対策の推進に関する条例が今議会において上程されています
   が、利活用できる空家の利用推進、地域活性、地方創生においても重要な対
   策なので、空家利用のための助成も必要と思うが、町では、補助要綱等を作
   成する計画はあるか。
３．コンパクトシティ構想に伴う川俣駅東口開発について
 (1) 川俣駅を中心としたコンパクトシティ化構想を町は戦略的に考えていくよ
   うですが、その中心となり、また町民の安心にも繋がるものとして、川俣駅
   東口医療センター構想があると思うが、町の計画は。

平成２９年第４回明和町議会定例会一般質問事項



４ ９番　早川元久議員

１．ごみ収集指定袋について
（１）ごみ収集指定袋について
   ① 指定袋引換券と報奨品の交換廃止となったが町民への周知は。
   ② 報奨品廃止に伴う経費削減額は。
   ③ 指定袋制度での年間経費（作成費、取扱い店への経費等）は。
   ④ 指定袋制度を今後も継続するのか。
２．災害対策について
（１）災害対策について
 　① 避難行動要支援者名簿掲載者数に対応する支援者数は。
   ② 更新されるハザードマップの避難場所数は。
   ③ 避難場所等で炊き出しのできる場所数は。
３．学校給食について
（１）学校給食について
　 ① 第２子、第３子からでも減免等できないか。
   ② 自校方式の検討ができないか。
   ③ 学童保育（夏休み中）への学校給食の提供は可能か。
  

５ ４番　岡安敏雄議員

１．農政の現状と今後について
 (1) 減反政策が30年からなくなる。コメの直接支払い交付金廃止後、これに代
   わる施策が協議されているが政府への要望活動はされているのか。
 (2) 町の加工用米の１俵あたり500円の助成策は継続されるのか。継続される場
   合金額の引き上げはできないか。
 (3) 兼業や小規模農家の努力がなければ農地維持や水田活用など図れないと思う
   が、町として貸し出し機械器具を備えるべきと考えるがどうか。
 (4) 新たな野菜産地づくりを取り組んでいるが、今後の拡大に向けた支援策は。
２．医療介護制度改定に伴う変動について
 (1) 8月1日から負担上限額が引き上げられたが所得による変動人数、医療費増に
   なった割合など状況変化を説明されたい。
３．交通安全対策について
 (1) 交差点や横断歩道付き信号場所に押しボタン式装置があるが、経年劣化によ
   るものと思われる標示が見えにくい場所がある。町内に何か所あり、改善すべ
   き箇所はあるのではないか。
 (2) 近年路側帯を示す白線が消えていたり見えにくい道路が目立つが改善策を示
   されたい。

６ ５番　関根愼市議員

１．国保の広域化について
 (1) 県の役割、町の役割はどのように変わるのか。
 (2) 手続はどのようになるか。
 (3) 保険税の収納対策は。
２．就学援助費について
 (1) 就学援助者数と援助率の現状は。
 (2) 就学援助費の補助対象品目を拡充する考えは。
 (3) 支給回数を増やす考えは。
  


